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心を静めて　一筆に集中



　

僕
は
今
、
高
校
生
に
な
っ
て

新
し
く
始
め
た
部
活
動
の
弓
道

に
力
を
入
れ
て
い
て
、
的
を
射

た
時
の
喜
び
が
一
番
の
や
り
が

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
目

標
は
、
２
年
生
で
団
体
戦
の
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
て
、
県
大
会

で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。

　

僕
の
祖
父
は
、
昔
、
数
学
の

先
生
を
し
て
い
た
の
で
、
分
か

ら
な
い
問
題
を
教
え
て
も
ら
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
祖

父
は
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
が
得
意

だ
っ
た
ら
し
く
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

僕
は
、
将
来
は
、
建
築
関
係

の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
父
が
高
速
道
路
の
建

設
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
、
憧

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
関
係
の
仕
事
に

も
関
心
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
、

祖
父
の
よ
う
に
文
武
両
道
を
目

指
し
、
今
後
の
高
校
生
活
の
な

か
で
じ
っ
く
り
考
え
て
決
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

今月の題字作成者
大洲北中学校 3 年（現：大洲高等学校 1 年）

　古　川　貴
たか

　大
ひろ

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

3 ページ～   （特集）マナーを守って壮快に

8 ページ～ シリーズ

11ページ まちのわだい

1２ページ～ おおずニュース

1４ページ～ おしらせ

２5ページ～  図書館・保健センター・

   心と体の健康ガイド

２8ページ  がんばるひと

　　　　　　　（大洲サイクリング倶楽部）

税　　　別 2月 3月 4月 5月

市 県 民 税 5期

固 定 資 産 税 1期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 8期 9期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

2 月の納税など　納期限は 2月2９日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　45,539人　（－ 60 ）
　男　　21,742人　（－ 16 ）
　女　　23,797人　（－ 44 ）
世帯数　20,215世帯（－ 17 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　173件（ 167 件）
　死者　    2人（    5  人） 
　負傷者　229人（ 214 人）

picture 写真

（2015年12月末現在）

　 1 月 6 日㈬、第48回
大洲市小中学生新春書
き初め会が、喜多小学
校で開催されました。
　市内の小学 3年生か
ら中学 3 年生までの
250人が参加し、学年ご
とに割り当てられた課
題文字を真剣な表情で
書き上げていました。
　今大会で入賞した児
童・生徒のなかから、
来年度の広報大洲の題
字作成者12人が選ばれ
ます。

（特集）マナーを守って壮快に
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（特集）マナーを守って壮快に
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ツ
ー
ル
・
ド
・
ひ
じ
か
わ
の
開
催

　

昨
年
11
月
29
日
㈰
、
大
洲
市
で
２
回

目
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
な
る

﹁
ツ
ー
ル
・
ド
・
ひ
じ
か
わ
～
あ
ら
し

編
～
﹂
が
、
県
内
外
か
ら
１
７
６
人
の

サ
イ
ク
リ
ス
ト
︵
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
愛

好
者
・
自
転
車
競
技
の
選
手
を
指
す
︶

が
参
加
し
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
回
目
の﹁
ツ
ー
ル
・
ド
・
ひ
じ
か
わ
﹂

は
、
ま
ち
の
駅
あ
さ
も
や
を
発
着
点
と

し
、
河
辺
地
区
か
ら
内
子
町
に
抜
け
て

大
洲
へ
戻
る
74
㌔
㍍
の
ル
ー
ト
で
、﹁
龍

馬
街
道
編
﹂と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
あ
さ
も
や
を
ス
タ
ー
ト
し

て
、
大
和
橋
～
旧
豊
茂
小
学
校
～
出
石

寺
～
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
～
蔵
川
～
冨と
み

士す

山
を
経
由
し
て
あ
さ
も
や
を
ゴ
ー
ル
と

す
る
全
長
約
１
０
０
㌔
㍍
の
上
級
コ
ー

ス
と
、
同
じ
く
あ
さ
も
や
を
ス
タ
ー
ト

し
て
、
小
浦
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
～
旧
櫛
生
小
学
校
～
長
浜
高
等

学
校
～
長
浜
大
橋
を
経
由
し
て
あ
さ
も

や
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
50
㌔
㍍
の
中
級

グ
ル
メ
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
が
用
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

上
級
コ
ー
ス
は
、
前
日
ま
で
の
風
雨

に
よ
り
、
出
石
寺
に
至
る
道
が
落
ち
葉

で
滑
る
可
能
性
が
高
く
、
走
行
す
る
に

は
危
険
が
伴
う
と
い
う
こ
と
で
、
旧
豊

茂
小
学
校
で
の
折
り
返
し
と
な
り
、
全

長
85
㌔
㍍
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
難

③ ② ①

⑥

⑤ ④

⑦

⑪ ⑩

⑧

⑨
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　私が自転車ツーリングを始
めたのは、今から約 4年前に
なります。最初は、運動不足
解消が目的でしたが、走るう
ちに筋力が付き、徐々に走行
距離が伸び、今では、 1日に
150㎞から200㎞くらいは走っ
ています。
　今回、ツール・ド・ひじか
わ上級コースに参加し、同じ

趣味を持っている人たちと出会うことができ、人
の輪が広がりとても良かったと思います。
　来年のツール・ド・ひじかわに向けて練習する
とともに、長距離ツーリング大会にも積極的に参
加したいと思います。

　私は、昨年の 4月から自転
車ツーリングを始めました。
今は「二

に

輪
りん

駄
だ

」というチーム
に所属して、月 1回程度みん
なで走っています。
　今回、ツール・ド・ひじか
わ中級グルメコースに参加し、
スタッフのみなさんの細やか
な心遣いにとても感激しまし
た。コースもアップダウンが

少なく、心地よい風が吹く海沿いのコースで、と
ても気持ちよく走ることができました。
　これからも、日ごろの運動不足解消と足腰の強
化のために、自転車ツーリングを仲間とともに続
けていきたいと思います。

　私は、サポートライダーと
して上級コースのサポートを
させていただきました。走行
中は、一人で走行している人
がいないよう、気配りするこ
とを心掛けました。
　大洲のサイクリングイベン
トは、他のイベントと比較し
てかなり厳しいコース設定と

なっていて、チャレンジ精神をくすぐるコースに
なっていると思います。
　今後も、個人としても伊予銀行行員としても、大
洲のサイクリングイベントを盛り上げていきたい
と思っています。

コ
ー
ス
へ
の
挑
戦
ほ
ど
燃
え
る
上
級
者

に
と
っ
て
は
残
念
な
コ
ー
ス
変
更
で
し

た
が
、
冨
士
山
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
は

予
定
通
り
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。

　

中
級
グ
ル
メ
コ
ー
ス
の
参
加
者
は
、

海
沿
い
の
な
だ
ら
か
な
コ
ー
ス
を
走

り
、
旧
櫛
生
小
学
校
で
の
昼
食
で
は
、

地
元
の
み
な
さ
ん
手
作
り
の
ピ
ザ
を
堪

能
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
浜
高
等
学

校
水
族
館
と
長
浜
大
橋
の
開
閉
を
見
学

し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

中村　康
こういち

一さん
（徳　森）

内野　宏
ひろ

美
み

さん
（徳　森）

⑮

⑭

⑬

⑫

亀井　康
こう

平
へい

さん
（伊予銀行）

①
コ
ー
ス
変
更
を
確
認
す
る
参
加
者
　
　
②
開
会
式
の
様
子
　
　
③
白
バ
イ
の
先
導
で
ス
タ
ー
ト
　
　
④
ス
タ
ー
ト
の
直
後
　
　
⑤
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
昼
食
（
上
級
コ
ー
ス
）

⑥
大
洲
城
を
バ
ッ
ク
に
走
る
　
　
⑦
旧
櫛
生
小
学
校
で
昼
食
（
中
級
グ
ル
メ
コ
ー
ス
）　
　
⑧
故
障
に
備
え
て
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
も
準
備
　
　
⑨
パ
ン
ク
修
理
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
参
加
者

⑩
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
の
昼
食
を
終
え
後
半
戦
に
　
　
⑪
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
昼
食
を
準
備
す
る
伊
予
銀
行
行
員
の
み
な
さ
ん
　
　
⑫
長
浜
大
橋
を
渡
っ
て
い
ざ
ゴ
ー
ル
へ

⑬
急
勾
配
の
冨
士
山
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
　
　
⑭
沿
道
か
ら
励
ま
し
の
声
が
　
　
⑮
伊
予
灘
の
風
を
受
け
な
が
ら
疾
走
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
設
置

高
校
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
化

　

自
転
車
は
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物

な
ど
で
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
近

年
で
は
趣
味
や
健
康
維
持
、
本
格
的
な

ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
も
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
県
で
は
、
し
ま
な
み
海
道

を
﹁
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
﹂
と
し
て

世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
県
内
に
11
カ
所
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
し
、﹁
サ
イ
ク
リ
ン
グ

パ
ラ
ダ
イ
ス
﹂
と
し
て
自
転
車
を
手
段

と
し
た
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
の
一
方
で
、
自
転
車
と
自
動
車
あ

る
い
は
自
転
車
と
歩
行
者
の
交
通
事
故

に
よ
り
死
傷
者
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
マ
ナ
ー

の
悪
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
で
は
平
成
25
年
７
月

に
﹁
愛
媛
県
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
﹂
を
制
定
し
ま
し

た
。
こ
の
条
例
は
、
自
転
車
の
安
全
利

用
に
関
す
る
意
識
の
向
上
、
安
全
か
つ

快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
、
自

転
車
事
故
の
防
止
、
自
転
車
文
化
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
県
、
県
民
、
自
転
車
利
用
者
な
ど

の
責
務
を
規
定
し
、
自
転
車
マ
ナ
ー
先

進
県
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
基
本
理
念
は
、シ
ェ
ア
・

ザ
・
ロ
ー
ド
の
精
神
で
す
。
歩
行
者
と

自
転
車
、
自
動
車
な
ど
の
運
転
者
が
、

お
互
い
の
立
場
と
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
基
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
自
覚

し
て
、
と
も
に
道
路
を
安
全
・
快
適
に

利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

最
近
、
市
内
の
道
路
に
引
か
れ
た
白

線
の
車
道
側
に
、
青
い
線
が
引
か
れ
て

い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
こ
の
線
は
ブ

ル
ー
ラ
イ
ン
と
い
っ
て
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
や
休
憩
所
ま
で
の
距
離
な
ど

を
案
内
す
る
と
と
も
に
、
視
認
性
を
高

め
、
自
転
車
を
運
転
す
る
人
に
対
し
左

側
を
走
行
す
る
よ
う
注
意
喚
起
す
る
役

目
も
あ
り
ま
す
。

　

警
察
庁
の
平
成
25
年
の
統
計
資
料
に

よ
る
と
、
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
で
亡

く
な
っ
た
５
４
０
人
の
62
・
４
㌫
に
あ

た
る
３
３
７
人
が
、
頭
部
の
損
傷
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
、平
成
25
年
３
月
と
12
月
、

松
山
市
内
で
高
校
生
の
運
転
す
る
自
転

車
と
自
動
車
の
衝
突
に
よ
る
死
亡
事
故

が
２
件
発
生
し
ま
し
た
。
両
方
の
事
故

と
も
に
、
頭
部
の
損
傷
が
原
因
で
尊
い

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
故
を
受
け
て
県
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
、
県
高
等
学
校
長
協
会
が

主
体
と
な
っ
て
、
全
て
の
県
立
学
校
で

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進
を
決
定
し

ま
し
た
。
県
の
条
例
で
は
、
自
転
車
利

用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
﹁
励
行
事

項
﹂
と
な
っ
て
い
て
、
違
反
し
て
も
罰

則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
県
立
学

校
で
は
今
年
度
の
４
月
か
ら
自
転
車
に

乗
る
生
徒
の
安
全
の
た
め
、
自
転
車
通

学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
義
務
化

し
、
登
下
校
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

指
導
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
で
は
自
転
車
通
勤
を

し
て
い
る
職
員
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
高
校
生
を
見
習

い
自
転
車
利
用
者
全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
こ
と
が
、
聖
地
で
あ
り
先

進
県
で
あ
る
愛
媛
県
の
あ
る
べ
き
姿
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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　県内では、毎年交通
事故により約80人の尊
い命が奪われ、6,000
人を超える人がケガを
しています。交通事故
発生をゼロにするこ
とは、難しい課題であ
ると思いますが、死亡
事故をゼロにするこ

とは、かなうものだと信じています。
　そのためにも、児童はもとより中学生・高校生
から高齢者まで、自転車に乗る人は全員がヘルメ
ットを着用してほしいのです。自転車が関与する
死亡事故の６割以上が、頭部を強打し死亡に至っ
ています。一方、車のフロントガラスがクモの巣
状に割れるほど頭部を強打した事故でも、ヘルメ
ットのおかげで打撲程度の軽傷ですんだ事故もあ
ります。
　いつ、どこで、誰が、どのような形で遭遇する
かわからない怖い事故。明日は我が身という気持
ちで、交通安全にご協力をお願い致します。

自
転
車
は
車
の
仲
間

　

道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽
車
両

に
規
定
さ
れ
て
い
て
、
原
則
と
し
て
車

道
を
走
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昭
和
45
年
に
年
間
約
１
万
６
７
０
０
人

の
交
通
事
故
死
亡
者
が
発
生
し
、
危
険

回
避
の
た
め
歩
道
走
行
と
い
う
例
外
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
転
車

は
歩
行
者
と
同
じ
扱
い
と
い
う
誤
っ
た

認
識
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

警
察
庁
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
平
成

26
年
に
自
転
車
で
の
道
路
交
通
法
違
反

行
為
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
交
通
切
符

︵
通
称
﹁
赤
切
符
﹂︶
は
、
統
計
を
取
り

始
め
た
平
成
18
年
の
約
30
倍
に
当
た
る

７
７
１
６
件
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
は
免
許
制
で
な
い
た
め
、
点
数
制

度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
赤

切
符
が
交
付
さ
れ
る
と
道
路
交
通
法
違

反
容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
、
罰
金
刑
が

科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
免
許
取
得
者
が
自
転
車

で
悪
質
な
違
反
を
犯
し
た
場
合
、
免
許

停
止
・
取
り
消
し
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

自
転
車
だ
か
ら
大
丈
夫
、
と
い
う
甘

い
考
え
を
改
め
、
自
転
車
は
車
の
仲
間

と
い
う
認
識
の
も
と
、
安
全
運
転
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

大洲警察署　交通課

芝　　和
かず

憲
のり

　課長

目指すのは、事故のない交通社会

【資料提供：大洲警察署交通課】

危険行為を繰り返す自転車運転者には、「自転車
運転者講習」の受講が義務付けられました。（改
正道路交通法）

【対象となる1４の危険行為】
①　信号無視

③　 歩行者用道路における
車両の義務違反

⑤　 路側帯通行時の歩行者
の通行妨害

⑦　 交差点安全進行義務違
反等

⑨　 環状交差点安全進行義
務違反等

⑪　 歩道通行時の通行方法
違反

⑬　酒酔い運転

②　通行禁止違反

④　通行区分違反

⑥　 遮断機踏切立入違反

⑧　 交差点優先車妨害等

⑩　 指定場所一時不停止

⑫　 制動装置（ブレーキ）
不良自転車運転

⑭　安全運転義務違反

広報大洲 ２月号7



シリーズ防災シリーズ　№11

文化財
駒
こま

手
で

丸
まる

模型　 1点
大洲市指定有形文化財
（歴史資料）
住吉神社所有

　駒手丸とは、江戸時代に大洲藩主加藤家が参
勤交代で使用した御

ご ざ

座船
ぶ ね

（大名や貴人が乗る豪
華な船）で、長浜から大

お お さ か

坂まで航行し、元
げ ん

和
な

２
年（1616）から安

あ ん せ い

政 ４ 年（1857）までの間に10
回造り替えられました。
　この模型は、駒手丸造船にあたった長浜町仁

に

久
ぎゅう

の船大工が作成したもので、全長２65㎝、幅75
㎝、高さ75㎝の模型です。藩主加藤家が住吉神
社に奉納したものですが、破損が著しかったこ
とから、昭和４４年（1969）に國學院大学で修復
され、現在、長浜ふれあい会館で保存・展示さ
れています。
　藩主が使用した御座船の模型としては県内唯
一で、船の構造などを知るうえでも大変貴重な
資料です。

　（平成元年 8 月30日指定）

野　鳥

オオマシコ（大猿子）
スズメ目アトリ科
全長16.5㎝

　申
さる

年に似合う、スズメくらいのきれいな野鳥
です。猿

まし

子
こ

の由来は、身体の色が猿の赤い顔に
似ているために付けられ、市内でも運が良けれ
ば ４ 種のマシコ類に出会うことができます。
　本来は、中央および東シベリア、樺

からふと

太で繁殖
して、中部地方以北に冬鳥としてやって来ます。
年によっては西日本にも姿を現し、数年前には
久米川の堤防沿いにひょっこり現われて、話題
になりました。めったにお目にかかれない事や、
赤い色合いで目立つため、バードウォッチング
愛好家にも人気があります。
　珍しいというと人だかりになって生息地に詰
め掛けてしまい、生息を脅かす事になりかねま
せんので、できるだけ遠くで優しく見守って欲
しいものです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

災
害
情
報
の
収
集
方
法
に
つ
い
て

　

河
川
の
増
水
に
よ
る
浸
水
な
ど
、
災

害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
や
地
震
な

ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
最
新

の
情
報
を
も
と
に
早
め
に
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
は
、﹁
避
難
勧

告
﹂
な
ど
の
情
報
を
次
の
よ
う
な
手
段

で
発
信
し
て
い
ま
す
。　

　

一
人
ひ
と
り
が
災
害
情
報
を
収
集
す

る
手
段
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線

　

 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
放
送
の
内
容
を

確
認
す
る
場
合

☎
０
１
２
０
︵
０
０
︶
８
８
６
３

災
害
情
報
メ
ー
ル

　

 

災
害
情
報
メ
ー
ル
を
携
帯
電
話
で
受

信
︵
事
前
登
録
︶

登
録
方
法

① 99526001@
once.88island.jp

へ
空

　

 

メ
ー
ル
を
送
り
、
返
信
さ
れ
た
登
録

用
返
信
メ
ー
ル
に
必
要
事
項
を
入
力

し
、
送
信
す
る
。

②
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
。

※
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択

緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

 

市
内
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
、
携
帯

電
話
で
受
信

テ
レ
ビ

　

 

各
放
送
局
に
よ
る
気
象
情
報
・
災
害

情
報
・
避
難
情
報
を
、
テ
レ
ビ
リ
モ

コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
操
作
に
よ
る
デ
ー

タ
放
送
で
取
得

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
 

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

ＱＲコード

広報大洲 ２月号 8



シリーズ

平成２6年度「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさん（ ４ 個人、9 団体）を、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰

　肱川地区を中心に「美」をテーマにした企画が開
催されます。その名も「大洲美人紀行」。心・感性・
体を磨くキレイモニターツアー、キレイ磨きのワー
クショップや美人画展、美・キレイ関連商品の販売
などが行われます。
　このイベントは、「えひめいやしの南予博２016」大
洲市実行委員会が企画したイベントです。
　これから大洲美人紀行以外にも、南予博関連のさ
まざまなイベントが行われますので、みなさんも参
加してみてはいかがでしょうか。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲市合併10周年を記念して大洲市民の歌が完成
しました。そのタイトルはどれでしょうか。
①　大洲が大好きです
②　生まれも育ちも大洲です
③　100年後僕らは…大洲より
解答…③
解説…大洲市民の歌の歌詞は全国に公募し、応募総
数8４点の中から、長浜の濱田毅

たけし
さんの詞が選ばれま

した。作曲は、大洲市出身のたきのえいじさん。歌は、
かとうれい子さんです。
　土曜日、日曜日の正午と午後 5 時のミュージック
サイレンは、大洲市民の歌が流れています。

※ 1 月号のお年玉キャ
ンペーンクイズに、
多数のご応募いただ
きありがとうござい
ました。

【今月のクイズ】
　大洲美人紀行のイベントとして、
鹿野川荘で行われている「P

ペーハー

H10
の美肌の湯で優雅に〇〇湯体験」。
　さて、〇〇に入る言葉は、何で
しょうか。

①　ドクダミ
②　バラ
③　ミカン ※ 今月のクイズの答えは、広報大洲 3 月号に掲載します。

　

豊
友
会
は
昭
和
42
年
、
青
年
団
を

退
団
し
た
若
者
15
人
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
活
動
内
容
と
し
て
、

鯉
の
ぼ
り
あ
げ
、
人
面
岩
付
近
の
樹

木
の
剪せ
ん
て
い定
や
広
場
の
整
備
と
い
っ
た

地
域
づ
く
り
活
動
、
環
境
美
化
活
動

の
ほ
か
、
社
会
教
育
活
動
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
豊
茂
小
学
校
の
校
舎
を

中
心
に
、
周
辺
の
民
家
と
一
体
と
な

っ
て
夜
を
彩
る
、
豊
茂
地
区
の
冬
の

風
物
詩
﹁
豊
茂
イ
ル
ミ
テ
ヤ
﹂
な
ど
の

自
主
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
交
流
会
を
開

催
し
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
で
は

高
齢
者
へ
の

声
掛
け
運
動

な
ど
、
幅
広

い
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
に
貢
献

豊ほ
う

　
友ゆ
う

　
会か
い

（
豊
　
茂
）　
会
長
　
菊
地
　
敏と
し

宏ひ
ろ
さ
ん

　

上
須
戒
相
撲
甚
句
保
存
会
は
、
継

承
が
途
絶
え
て
い
た
﹁
子
ど
も
相
撲

甚
句
﹂
を
昭
和
50
年
代
に
復
活
さ
せ
、

以
来
、
地
区
の
秋
祭
り
な
ど
で
披
露

し
て
い
る
ほ
か
、
老
人
福
祉
施
設
へ

の
慰
問
活
動
な
ど
も
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

相
撲
甚
句
は
、
力
士
に
扮
し
た
子

ど
も
た
ち
が
円
に
な
り
、
行
司
役
の

文
句
に
合
わ
せ
て
は
や
し
を
入
れ
て

踊
り
、
東
西
文
句
、
弓
取
り
式
な
ど

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

上
須
戒
小
学
校
が
統
廃
合
と
な
っ
た

今
年
度
も
、

地
元
の
子
ど

も
た
ち
を
中

心
に
活
動
を

行
う
な
ど
、

地
域
の
伝
統

文
化
継
承
に

尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
伝
統
文
化
継
承
に
貢
献

上
須
戒
相す

撲も
う

甚じ
ん

句く

保
存
会
（
上
須
戒
）　
会
長
　
檜
田
　
健け
ん
い
ち一
さ
ん
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シリーズ国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより

青年海外協力隊　梶田　真
ま

緒
お

　さんカメルーン便り　第二巻

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て

　

肱
川
町
に
あ
る
鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、

よ
り
多
く
の
量
の
洪
水
を
貯
め
て
肱
川

流
域
の
水
害
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
普

段
流
れ
る
水
を
豊
か
で
き
れ
い
に
す
る

た
め
、
現
在
ダ
ム
改
造
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

改
造
事
業
で
は
、
ダ
ム
の
横
に
巨
大

ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
、
洪
水
時
に
下
流

に
流
す
水
の
量
を
調
節
す
る﹁
洪こ

う

水ず
い

吐ば
き

﹂

を
新
設
す
る
と
い
う
、
世
界
初
の
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ト
ン
ネ
ル
が
、

工
事
開
始
か
ら
約
３
年
を
か
け
、
昨
年

12
月
12
日
㈯
に
市
内
外
か
ら
参
加
し
た

50
人
以
上
の
み
な
さ
ん
が
見
届
け
る
な

か
、
無
事
貫
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
︵
上
流
側
︶

は
ダ
ム
湖
の
中
に
あ
る
た
め
、
貫
通
さ

せ
る
前
に
ダ
ム
湖
斜
面
部
の
岩
盤
を
深

さ
40
㍍
も
掘
削
し
、
水
の
入
ら
な
い
円

筒
形
の
空
間
を
つ
く
る
と
い
う
難
工
事

が
必
要
で
し
た
。
そ
の
工
事
に
時
間
を

要
し
た
こ
と
か
ら
、
完
成
は
平
成
30
年

度
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ダ
ム
周
辺
の
み
な
さ
ん
に
は
、
し
ば

ら
く
工
事
が
続
く
こ
と
に
よ
り
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。一
日
も
早
く
完
成
さ
せ
、

肱
川
流
域
の
洪
水
被
害
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
ダ
ム
か
ら
流
す
水
を
改

善
す
る
た
め
の
選
択
取
水
設
備
工
事

は
、
今
年
の
秋
ご
ろ
に
完
成
し
、
運
用

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

貫通箇所

　大洲のみなさん、あけましておめでとうございま
す。気づけば、前回からもう 4カ月が経ちました。
相変わらず元気な梶田です。
　長期休暇が終わり、「生きる生活」から一変して「仕
事をするという生活」になりました。今回は、その
生活を少しだけお伝えします。
　それでは、どうぞ～～～～。
【小学校と幼稚園にて】
　 1学期は、小学校 9校と幼稚園 3校を巡回し、活
動を行いました。家から歩くこと20分から 1時間で
学校に到着します。小学校ではまず、高学年を対象
に授業を行いました。もちろん現地の先生と一緒で
す。つたないフランス語から、意図をくみ取って伝
えてくれる先生。突然やってきた日本人を温かく迎
えてくれて、一緒に働いてくれています。
　日本人の視点から見ると、やはり問題はゴミのポ
イ捨てということで、「ゴミはゴミ箱に」のテーマで
授業を考えています。「そこらへんに捨てちゃだめ
だよ、わかったかな」というと「わかった」という
児童たち。しかし、その後すぐにポイ。今の日本人
のように、未来を考えているのではなく、今を生き
ているカメルーンの人たち。先進国出身の私が、環
境の未来をどう伝えていけるのか悩む日もあるけれ
ど、いつか咲く花のために多くの種をまければと思

っています。
　幼稚園では、簡単な紙芝居や、身近な物や廃材を
使っておもちゃを作る活動をしています。シャボン
玉をしたり、簡単な折り紙をしたり、一生懸命な子
どもたちの姿をみて癒されています。
【ほかにやっていること】
　学校外で個人的にやっていることがあります。そ
れは日本人がカメルーンにいるぞということをアピ
ールする、名付けて日本人運動です。
　毎日「ニーハオ」と言われます。多くの人が、ア
ジアは全部中国だとか、日本人も中国語を話すと思
っているようです。多くの人と関わり、私を通じて
日本を知ってもらい、身近に感じてもらえればと願
っています。今では、「こんにちは」と言ってくれる
人も増えてうれしく思
います。
　今回は、活動に関す
る記事で終わってしま
いました。ああ、残念。
たくさん書きたいこと
があるので、ぜひ次回
で。
　それでは、また会い
ましょう～～。

分解できるゴミ・できないゴミ
についての授業風景

トンネル洪水吐

流入水路
呑口立坑
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まちのわだい

地震だ　頭を守って机の下に
～シェイクアウトえひめ～

あったか～い　ひとときを
～豊茂イルミテヤまつり～

　地震発生に備えて参加者が一斉に身を守る防災訓
練「シェイクアウトえひめ」が、県内各地で行われま
した。
　三善保育所では午前11時、「地震だ」の声とともに
児童が一斉に机の下に隠れ、頭を守って揺れがおさま
る合図を待ちました。この日の夕方には、保護者へ児
童を引渡す訓練も行われました。

　イルミテヤ２015が、旧豊茂小学校で開催されまし
た。
　日が沈みあたりが暗くなると、イルミネーション点
灯のカウントダウンが始まりました。約 ２ 万球の電球
が幻想的に会場を照らすなか、地元小学生を中心とし
たハンドベルの演奏やライブコンサートなども行わ
れました。

12月17日㈭

12月19日㈯

一年の幸福を願って
～正月用しめ縄づくり～

　大洲市老人クラブ連合会河辺支部による、恒例のし
め縄づくりが河辺基幹集落センターで行われました。
　手作業で丁寧に作られたしめ縄は、仕上がりが美し
いと好評で、この日は、 ４ 種類のしめ縄1４0本を作成
しました。
　完成したしめ縄は、公民館や小中学校などの公共施
設に配布されています。

12月25日㈮

全員笑顔でゴールイン
～第33回肱川健康マラソン大会～

　恒例の肱川健康マラソン大会が開催され、今年は
108人の参加がありました。
　時折冷たい風が吹く日でしたが、 1 ㎞、 ２ ㎞、 ４ ㎞
の各コースの参加者全員が、元気に完走を果たしまし
た。
　最後は、地元「肱川町さわやかボランティア実行委
員会」による、手作りの豚汁が振る舞われました。

12月13日㈰
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おおずニュース

「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞

第40回「みどりの絵」コンクール表彰
　三菱ＵＦＪ環境財団と日本ユネスコ協会連盟が共

催で実施している「みどりの絵」コンクール「わた

しが守りたい身近な自然」部門で、林眞
ま お

生さん（平

小学校 ４ 年）が見事優秀賞を受賞しました。

　林さんの絵には、肱川のうかいで鵜
う

がアユを捕っ

た様子が大きく描かれています。

　林さんは「大洲

のうかいをこれから

もずっと続けて、た

くさんの人に見ても

らいたいという思い

を込めて描いた。受

賞したことを知って

びっくりした」と話

されました。

　

昨
年
11
月
27
日
㈮
、
県
と
県
歯
科
医

師
会
主
催
の
﹁
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク

ー
ル
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
80
歳
以
上
で

自
分
自
身
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
︵
８は
ち

０ま
る

２に
い

０ま
る

︶
人
が
対
象
で
、
八
幡
浜
管
内

で
第
１
次
審
査
、
県
全
体
で
第
２
次
審

査
を
経
て
選
考
さ
れ
ま
す
。

　

大
洲
市
か
ら
は
、
油
弘ひ
ろ

江え

さ
ん
︵
久

米
︶
と
西
野
陽よ
う

子こ

さ
ん
︵
大
川
︶
の
２

人
が
入
賞
し
、
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

油
さ
ん
に
健
康
の
秘ひ

訣け
つ

を

伺
う
と
﹁
毎
日
、
歯
ブ
ラ
シ

や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
歯

磨
き
を
し
、
口
の
中
を
い
つ

も
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
掛
け

て
い
る
﹂と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
野
さ
ん
は
、﹁
塩
豆
や

小
魚
な
ど
、
固
い
物
が
好
き

で
、
よ
く
食
べ
る
。
小
魚
な

ど
は
、
骨
ご
と
食
べ
る
﹂
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
入
賞
者
か
ら

は
、﹁
い
り
こ
を
す
り
つ
ぶ

し
て
よ
く
食
べ
て
い
た
。
子

ど
も
の
こ
ろ
は
、
甘
い
物
な

ど
な
く
、
固
い
物
を
よ
く
噛

ん
で
食
べ
て
い
た
。
歯
科
医

院
を
定
期
的
に
受
診
し
、
歯

科
医
師
と
仲
良
く
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
﹂
な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
、
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ

ば
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満
足
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
表
彰
さ

れ
た
人
は
、
み
な
さ
ん
若
々
し
く
、
社

交
的
で
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
人
が
８
０
２
０
を
達
成

で
き
る
よ
う
、
大
洲
市
で
も
、
歯
の
健

康
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

中　野　覺
かく

　夫
お

さん
（大　洲）
元久米小学校長

瑞
宝
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

　中野さんは、長年にわたり学校

教育に尽力されたご功績により、

このたび「瑞宝双光章」を受章さ

れました。

西野陽子さん 油　弘江さん
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おおずニュース

松
山
大
学
生
が
研
究
成
果
を
報
告

大和イルミネーション、キャンドルナイト
　大和小学校周辺の郷地区では、個人の家々のイ
ルミネーションが昨年1２月 5 日㈯から 1月 9 日㈯
までともされました。
　初日には、屋台や石炭で走るミニＳＬが登場し、
子どもからお年寄りまで笑顔で夕暮れまで楽しみ
ました。
　その後、イルミネーション点灯式とキャンドル
点火が行われ、イルミネーションの明るい光と約
２,000本のキャンドルの暖かい光が、大和地区の通
りを彩りました。

　旬のイチゴ　いただきます
　徳田観光いちご園で昨年1２月 9 日㈬、川本観光
いちご園で1２月２5日㈮に、それぞれ開園に先立ち、
地元保育所児童によるイチゴ狩り体験会が行われ
ました。
　川本観光いちご園に招待された菅田保育所（今
田邦

くに

子
こ

所長　児童9２人）の 5 歳児２1人は、「紅
あか

い
雫
しずく

」や「あまおとめ」など、赤く熟した大きなイ
チゴを収穫し、おいしそうに頬張っていました。
　園主の川本英

ひで

男
お

さんは「今期は、冬の初めが暖
かく天気が良かったので、イチゴにとって最高の
シーズン」と、出来の良さに満足されていました。

　

豊
茂
自
治
会
の
買
い
物
難
民
対
策

﹁
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
豊
茂
﹂
に
つ
い
て
研

究
を
行
っ
て
い
た
松
山
大
学
の
学
生

が
、
昨
年
12
月
21
日
㈪
、
市
役
所
で
研

究
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
加
藤
光こ
う

一い
ち

教
授
の
ゼ

ミ
生
10
人
が
取
り
組
ん
だ
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
、﹁
買

い
物
難
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
︱

大
洲
市
豊
茂
自
治
会
の
活
動
﹂
と
題
し

て
３
年
生
の
藤
井
孝た
か

哉や

さ
ん
が
発
表
し

ま
し
た
。

　

発
表
者
の
藤
井
さ
ん
は
﹁
移
動
販
売

は
、
地
域
に
住
む
高
齢
者
の
見
守
り
も

兼
ね
て
い
る
。
豊
茂
自
治
会
の
取
り
組

み
が
、
買
い
物
難
民
対
策
の
モ
デ
ル
と

し
て
今
後
大
い
に
発
展
し
て
欲
し
い
。

来
年
度
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て

引
き
続
き
調
査
し
た
い
﹂
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
学
生
に
よ
る
発
表
を
聞
い
た
藤
淵

良よ
し

子こ

豊
茂
自
治
会
長
は
﹁
分
析
結
果
を

出
し
て
も
ら
い
、
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
の
課
題
も

見
え
て
き
た
。
発
表
を
基
に
地
域
で
勉

強
会
な
ど
を
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
の
こ

と
を
議
論
し
て
い
き
た
い
﹂
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
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おおずニュース

　２015シーズンで独立リーグ日本一に輝いた、愛媛マンダリンパ
イレーツに所属する選手による野球教室が、 1 月 6 日㈬に大洲南
中学校（藤岡朋

あつし

校長・生徒２２２人）で開催されました。
　髙原投手と白方内野手（松山商業高等学校出身）が訪れ、この
日参加した13人の野球部員は投手と野手に分かれて、投球フォー
ムのチェックやロングティーなど打撃の指導を受けました。練習
後、両選手からは「野球は上手になると楽しい。今日分かったこ
とを自分の武器にして、もっと野球を楽しんでほしい」と激励の
言葉がありました。野球部キャプテンの德田知

とも

倖
ゆき

さんは「見習う
ことがたくさんあった。学んだことをしっかりと今後の練習や試
合で生かしていきたい」と話されました。
　また、昨年1２月２5日㈮に新谷中学校（土居聖

せい

治
じ

校長・生徒116人）
で、 1 月 7 日㈭には粟津小学校
グラウンドでも同野球教室が開
催されました。体幹トレーニン
グや守備練習などを行い、子ど
もたちは真剣な表情でプロ選手
からの指導を受けていました。

世
代
か
ら
世
代
へ　

伝
統
料
理
を
つ
な
ぐ

　

昨
年
12
月
22
日
㈫
、
大
洲
農
業
高
等

学
校
︵
渡
邊
吉よ
し

正ま
さ

校
長
・
生
徒
２
４
９

人
︶
の
調
理
室
で
、﹁
第
２
回
大
洲
農

高
生
と
大
洲
市
生
活
研
究
会
に
よ
る
大

洲
伝
統
食
の
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
生
活
研
究

会
員
を
講
師
と
し
て
、
農
高
生
が
伝
統

食
の
継
承
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

と
と
も
に
、
地
元
農
林
水
産
物
の
６
次

産
業
化
に
向
け
た
知
識
と
技
術
の
習
得

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
食
品
デ
ザ
イ
ン
科
２
年
食

品
製
造
専
攻
生
７
人
が
、
講
師
で
あ
る

生
活
研
究
会
員
５
人
か
ら
調
理
法
を
教

わ
り
な
が
ら
、
大
洲
に
伝
わ
る
丸
寿
司

や
豆
腐
の
田
楽
、
焼
き
干
し
ア
ユ
の
だ

し
を
使
っ
た
吸
い
物
な
ど
５
品
を
作
り

ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
下
坂
ツ

ル
子
さ
ん
は
﹁
最
近
は
、
レ
ト
ル
ト
食

品
や
出
来
合
い
の
料
理
が
食
卓
に
並
ぶ

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
少
し
で
も
、
手

づ
く
り
の
伝
統
料
理
を
知
っ
て
、
次
世

代
に
つ
な
い
で
ほ
し
い
﹂
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
し
た
生
徒
の
城
本

真ま

希き

さ
ん
は
、﹁
今
の
若
い
人
た
ち
が

知
ら
な
い
食
材
や
調
理
法
ば
か
り
で
、

新
鮮
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
伝
統
食
を
受

け
継
ぎ
、
広
め
て
い
き
た
い
と
思
う
﹂

と
、
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　プロ選手から学ぶ「野球の楽しさ」
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Information

　

大
洲
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
学
講
演
会

　市内各地で人権・同和教育を推進されている
みなさんの実践報告、研究協議により、差別の
ない住みよい社会を目指して、標記研究大会を
毎年開催しています。
　その一環として、次のとおり講演会を開催し
ますので、ぜひご参加ください。

【日　時】 ２ 月19日㈮
　　　　　午後 1 時～ 3 時
【場　所】国立大洲青少年
　　　　　交流の家
　　　　　 ２ 階大ホール
【演　題】
「これからの人権・同和問題」
～おもろい奴も、笑える話
もありますよ～

【問い合わせ先】
人権啓発課　☎２４－17４6

　日ごろより温かいご支援をいただき、ありが
とうございます。
　今年も「春のコンサート」を開催します。
　「みんなで歌おう」のコーナーでは、大洲市民
の歌「100年後僕らは…大洲より」を予定してい
ます。入場は無料ですので、みなさんお誘い合
わせのうえ、ぜひお越しください。
【日　時】 3 月 5 日㈯
▽開　場　午後 1 時
▽開　演　午後 1 時30分
【場　所】大洲市民会館　大ホール
【内　容】合唱・フルート独奏・軽音楽・みんな
で歌おう
【出　演】
内子町並みエコー、大洲高校コーラス部、おお
ずオールドバンド、畠山夏

なつ

子
こ

、渡邊智
とも

子
こ

、ボー
イズふじかげ、大洲ふじかげコーラス

【問い合わせ先】
大洲ふじかげコーラス事務局　☎２４－４２78

　�大洲市人権・同和教育
　研究大会講演会のお知らせ

　～夢をかたちに～
　「第21回春のコンサート」開催

【講　師】

角
かどおか

岡　伸
のぶひこ

彦先生

　

八
多
喜
祇
園
ま
つ
り

　

１
年
間
の
縁
起
・
悪
病
除
・
牛
馬
守

護
な
ど
の
災
難
除
祈
願
を
行
う
﹁
祇
園

ま
つ
り
﹂
が
、
祇
園
神
社
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
期
間
中
は
、
名
物
の
祇
園
お
こ

し
販
売
や
藤
縄
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま

す
。

【
期　

間
】
２
月
８
日
㈪
～
11
日
㈭

※
藤
縄
神
楽
・
も
ち
ま
き
は
最
終
日

【
場　

所
】祇
園
神
社︵
大
洲
市
八
多
喜
︶

【
内　

容
】

藤
縄
神
楽
、も
ち
ま
き
、露
店
販
売
︵
祇

園
お
こ
し
・
う
ど
ん
・
縁
起
笹　

ほ
か
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会　

☎
㉔
２
６
６
４

　

健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
豊
か
な
人
間

性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
大
洲
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
大
学
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
で
す
。
子
ど
も
と
大

人
の
心
︵
気
持
ち
︶
の
通
い
合
い
の
大

切
さ
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

２
月
９
日
㈫　

午
前
10
時
～

︵
開　

場　

午
前
９
時
30
分
︶

【
場　

所
】

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家

【
演　

題
】

﹁
子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
﹂

～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
～

【
定　

員
】
３
０
０
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
央
公
民
館　

☎
�
９
９
９
４【講　師】

幸田　裕
ゆう

司
じ

先生
　心理士・メンタルヘルス
　運動指導士（ ）
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お し ら せ

　広告代理店を募集します
　大洲市では、市の各種広告媒体に有料広告を掲載
しています。平成２8年度も下記のとおり、広告代理
店を募集します。
　広告には掲載できない内容や表現がありますの
で、詳しくは担当課にお問い合わせください。

【募集期間】 ２ 月 1 日㈪～２9日㈪
【広告種類】窓口用封筒
【封筒規格・数量】
Ａ 5 サイズ・Ａ ４ サイズ対応封筒各約 ２ 万枚、また
はＡ ４ サイズ対応封筒約 ４ 万枚
【募集内容】
上記封筒を製作および無償提供が可能な広告代理店
1 社

※ 広告主募集は、広告代理店が行ってください。使
用期間は、平成２8年 9 月から平成２9年 8 月までの
1 年間です。

【問い合わせ先】
市民生活課　☎２４－1710

　

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

大
洲
美
人
紀
行
～
大
洲
で
出
逢
う　

キ
レ
イ
時
間
～

　

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
肱

川
地
域
に
お
い
て
﹁
美
・
キ
レ
イ
﹂
を

テ
ー
マ
に
、﹁
キ
レ
イ
時
間
﹂
が
始
動

し
て
い
ま
す
。

鹿
野
川
荘

Ｐペ
ー
ハ
ーＨ
10
の
美
肌
の
湯
で
優
雅
に
バ
ラ
湯

【
期　

日
】

２
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

３
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

【
入
浴
時
間
】
午
前
11
時
～
午
後
９
時

※
札
止
め　

午
後
８
時

【
料　

金
】

４
歳
～
小
学
生　

２
１
０
円

中
学
生
以
上　
　

４
６
０
円

風
の
博
物
館
・
歌
麿
館

銘
仙
と
美
人
画
展

【
期　

日
】
３
月
７
日
㈪
ま
で

江
戸
時
代
の
美　

浮
世
絵
展

【
期　

日
】
４
月
４
日
㈪
ま
で

共
通
事
項

【
時　

間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
受
付　

午
後
４
時
30
分
ま
で

【
休
館
日
】
火
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日

【
料　

金
】

５
歳
以
下　

無
料

小
中
学
生　

２
０
０
円

高
校
生　
　

２
５
０
円

大　

人　
　

５
０
０
円

風
の
博
物
館

絶
景
空
間
で
ピ
ラ
テ
ィ
ス
体
験

【
期　

日
】
３
月
12
日
㈯

【
時　

間
】
午
後
２
時
～
３
時

【
参
加
費
】
５
０
０
円

【
準
備
物
】

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
動
き
や
す
い
服
装

※ 

初
心
者
で
も
体
験
で
き
る
よ
う
、
施

設
で
も
マ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
体
験

【
期　

日
】

２
月
14
日
㈰
・
３
月
13
日
㈰

【
時　

間
】

▽
午
前
の
部

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▽
午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

【
参
加
費
】
２
５
０
０
円

【
準
備
物
】
筆
記
用
具

【
内　

容
】

ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
・
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
用
オ
イ
ル
の
中
か
ら
２
つ

を
選
ん
で
作
成
し
ま
す
。

※
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】

風
の
博
物
館　

☎
㉞
２
１
８
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
㉔
１
７
１
７

広告掲載スペース 広告掲載スペース

広告掲載スペース

掲載位置について
　広告は、封筒の表面積および裏面積の
それぞれ35％未満とします。

裏 表

ふた無しの場合、表裏
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Information

　あなたもキューピッドになりませんか
　県が開設した「えひめ結婚支援センター」では、
独身男女の出会いイベントの運営を手伝ってもらえ
る「ボランティア推進員」を募集しています。
　ボランティア推進員は、出会いイベント参加者の
手伝いと、そこで誕生したカップルのフォローを行
います。また活動していただいた人の中から「愛結
びサポーター」として登録された人は、お見合い事
業「愛結び」でのカップルのフォローを行います。
なお、婚活中の人、婚活関連業の人は、応募できま
せん。
　ボランティア推進員を希望する人を対象に、説明
会を開催しますので、興味のある人は、ぜひご応募
ください。（事前申し込みが必要です）

南予地区説明会
大洲市（会場番号 6）
【日　時】 ２ 月18日㈭　午後 6 時～ 8 時
【場　所】大洲喜多法人会
　　　　　（大洲市中村２10－39　尾張屋ビル ２ Ｆ）
※ 説明会に参加希望の人は、氏名・電話番号・参加

希望会場番号をご記入のうえ、メールで申し込み
ください。E-mail：office@msc-ehime.jp

【問い合わせ先】
えひめ結婚支援センター　☎089（933）5596
ホームページ　http://www.msc-ehime.jp
携帯サイト　　http://www.msc-ehime.jp/m/

　

平
成
27
年
の
﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂
制
度
に
、１
２
２
件
︵
４
７
３
万
２
千
円
︶

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、
お
選
び
い
た
だ
い
た
事
業
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

飯
山　

佳よ
し
の
り則　

様
︵
東
京
都
︶

池
辺　

善よ
し

子こ　

様
︵
東
京
都
︶

石
川　
　

浩ゆ
た
か　

様
︵
埼
玉
県
︶

井
上　
　

要か
な
め　

様
︵
愛
知
県
︶

岩
本　

康や
す

男お　

様
︵
松
山
市
︶

江
川　

博ひ
ろ

昭あ
き　

様
︵
兵
庫
県
︶

大
久　

文ふ
み

男お　

様
︵
群
馬
県
︶

小
賀
野　

誠ま
こ
と　

様
︵
徳
島
県
︶

小
倉　

静し
ず

香か　

様
︵
和
歌
山
県
︶

尾
和　

弘ひ
ろ
か
ず一　

様
︵
和
歌
山
県
︶

叶　
　

文ふ
み

榮よ
し　

様
︵
埼
玉
県
︶

鎌
田　

直な
お
よ
し純　

様
︵
東
京
都
︶

堯ぎ
ょ
う

天て
ん　

宏ひ
ろ

泰や
す　

様
︵
松
山
市
︶

河
野　

晃あ
き

久ひ
さ　

様
︵
埼
玉
県
︶

河
野　

照て
る

久ひ
さ　

様
︵
大
阪
府
︶

佐
々
木
勝か

つ

正ま
さ　

様
︵
千
葉
県
︶

近
藤　

大だ
い
す
け典　

様
︵
大
阪
府
︶

佐
野　
　

栄さ
か
え　

様
︵
松
山
市
︶

末
広　

和か
ず

美み　

様
︵
大
阪
府
︶

瀬
川　

隆た
か

久ひ
さ　

様
︵
松
山
市
︶

仙
波　

恵け
い

介す
け　

様
︵
神
奈
川
県
︶

大
藤　
　

毅つ
よ
し　

様
︵
神
奈
川
県
︶

竹
内　

通み
ち

昭あ
き　

様
︵
青
森
県
︶

谷　
　

直な
お

樹き　

様
︵
松
山
市
︶

谷　
　

正ま
さ
ゆ
き之　

様
︵
松
山
市
︶

田
村　

一か
ず
ひ
こ彦　

様
︵
新
居
浜
市
︶

佃　
　

克か
つ
ひ
こ彦　

様
︵
愛
知
県
︶

辻
川　

和か
ず
ん
ど人　

様
︵
千
葉
県
︶

中
西　

良り
ょ
う

平へ
い　

様
︵
東
京
都
︶

成
田　

健け
ん
い
ち一　

様
︵
兵
庫
県
︶

西
岡　

正ま
さ

雄お　

様
︵
神
奈
川
県
︶

西
田　

和か
ず
の
り典　

様
︵
東
京
都
︶

西
村　

泰た
い
ぞ
う三　

様
︵
兵
庫
県
︶

二
宮　
　

豊ゆ
た
か　

様
︵
大
阪
府
︶

兵
頭　

寛か
ん

治じ　

様
︵
福
岡
県
︶

兵
頭　

弘こ
う
い
ち一　

様
︵
東
京
都
︶

古
高　

俊と
し

明あ
き　

様
︵
大
阪
府
︶

松
岡　

清き
よ

見み　

様
︵
大
阪
府
︶

三
浦
治は

る

三さ
ぶ
ろ
う郎　

様
︵
大
阪
府
︶

水
沼　
　

一は
じ
め　

様
︵
東
京
都
︶

宮
崎　

豊と
よ
ひ
こ彦　

様
︵
東
京
都
︶

宮
田　
　

泰と
お
る　

様
︵
松
山
市
︶

八
木　

秀ひ
で

樹き　

様
︵
滋
賀
県
︶

山
上　
　

有た
も
つ　

様
︵
大
阪
府
︶

山
下　
　

晋す
す
む　

様
︵
神
奈
川
県
︶

山
本
イ
ヅ
ヱ　

様
︵
大
分
県
︶

行ゆ
き

武た
け　
　

豊ゆ
た
か　

様
︵
大
阪
府
︶

横
田　
　

毅つ
よ
し　

様
︵
静
岡
県
︶

横
山　
　

聖さ
と
し　

様
︵
大
阪
府
︶

横
山　

繁し
げ

喜き　

様
︵
大
阪
府
︶

和
氣　

勝か
つ
ひ
と人　

様
︵
大
阪
府
︶

㈱S

ス
ウ
ィ
ン
ズ

W
IN
S

︵
東
京
都
︶

㈱F

フ
ァ
ム
ズ

A
M
S

　
︵
東
京
都
︶

㈱W

ウ
ィ
ン
ネ
ッ
ト

innet

︵
東
京
都
︶

㈱N

ネ
ク
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

EX
T
IN
N
O
V
A
T
IO
N

︵
東
京
都
︶

㈱
エ
ス
・
ケ
イ
通
信
︵
東
京
都
︶

匿
名
で
の
ご
寄
附　

66
人

︵
50
音
順
・
12
月
31
日
現
在
︶ 　

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
納

税
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.ozu.ehim

e.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課　

☎
㉔
１
７
２
８

　ふるさと納税にご協力いただきありがとうございました

広報大洲 ２月号17



お し ら せ

　「みきゃん」「にゃんよ」をはじめとする南予
地域のキャラクターなどが大集合した、ラッピ
ング列車が南予路を走ります。この列車は、「え
ひめいやしの南予博２

にい

０
まる

１
いち

６
ろく

」に対する機運を
盛り上げ、期間中の観光客の誘致促進を目的と
しています。
　運行期間は、 ２ 月中旬から ２ 年間を予定して
いて、松山以南の予讃線（松山駅～宇和島駅）
と予土線（宇和島駅～江川崎駅）を走ります。

【問い合わせ先】
県観光物産課　☎089（91２）２４9２

　平成２8年度において、大洲市が発注する「建
設工事」、「測量・建設コンサルタント等業務」
および「物品の製造・販売および役務の提供等」
の競争入札などへの参加を希望する人は、次の
要領で申請書を提出してください。
※ 今回は中間受け付けですので、昨年 ２ 月に平

成２7・２8年度の申請がお済みの場合、提出の
必要はありません。

【期　間】
２ 月 1 日㈪～２9日㈪（市の休日を除く執務時間中）
※期間外の受け付けは行いません。
【申請方法】
市内業者…持参または郵送
市外業者…郵送のみ
※当日消印有効
【申請書の様式など】
　市公式ホームページからダウンロードしてく
ださい。

【提出・問い合わせ先】
〒795︲8601　大洲市大洲690番地の 1
財政契約課契約係
☎２４－17２5

　南予キャラクター列車出発進行　�入札参加資格審査申請書（指
名願）の中間受け付け

　
「
乾ほ
し

た
け
の
こ
」
の
生
産
に
つ
い
て

　

国
内
大
手
飲
食
店
メ
ー
カ
ー
か
ら
愛

媛
県
森
林
組
合
連
合
会
に
対
し
、﹁
乾

た
け
の
こ
﹂
の
生
産
要
請
が
あ
り
、
愛

媛
県
全
体
で
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

乾
た
け
の
こ
は
、
２
㍍
ほ
ど
に
伸
び

た
モ
ウ
ソ
ウ
竹
の
た
け
の
こ
を
加
工

し
、
メ
ン
マ
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
農
林
家
の
短
期
収
入
源
の

確
保
や
中
山
間
地
域
の
活
性
化
の
た

め
、﹁
竹
林
再
生
・
利
用
促
進
緊
急
支

援
事
業
﹂
を
創
設
し
、
必
要
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
産
業
の
創
出

を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
人
や
生
産
を
し
て
み
よ

う
と
お
考
え
の
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
事
業
名
】

竹
林
再
生
・
利
用
促
進
緊
急
支
援
事
業

【
事
業
主
体
】

大
洲
市
森
林
組
合
な
ど

【
事
業
内
容
】

竹
林
整
備
・
作
業
道
開
設
︵
運
搬
道
︶・

獣
害
対
策
︵
侵
入
防
止
柵
︶・
資
機
材

整
備
︵
鍋
・
か
ま
ど　

な
ど
︶

【
生
産
方
法
】

▽ 

２
㍍
程
度
の
穂
先
た
け
の
こ
を
採
取

す
る

▽
皮
を
剥
ぐ

▽
規
格
に
合
わ
せ
て
カ
ッ
ト
す
る

▽ 

ア
ル
ミ
ま
た
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
鍋

で
湯
せ
ん
す
る

▽ 

よ
く
水
洗
い
を
し
、
付
着
物
を
落
と
す

▽ 

シ
イ
タ
ケ
乾
燥
機
で
、
あ
め
色
に
な

る
ま
で
乾
燥
す
る

【
集
荷
体
制
】

　

大
洲
市
森
林
組
合
で
は
、
穂
先
た
け

の
こ
の
集
荷
場
を
設
置
し
、
買
い
取
り

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
森
林
組
合
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

補
助
事
業
に
関
す
る
こ
と

農
林
水
産
課
林
業
振
興
係

☎
㉔
１
７
２
７

生
産
方
法
に
関
す
る
こ
と

大
洲
市
森
林
組
合

☎
㉕
４
０
３
０
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Information

【収益的収支】
（水道水を各家庭に届けるための収支）
　本市の水道事業における収入は、給水
収益を含む営業収益が減少したものの、
前年度比1２.7％の増となりました。
　一方、支出は、資産減耗費と企業債支
払利息が減少したものの、制度改正に伴
い、減価償却費・特別損失が大きく増加
したことにより、費用合計は前年度比
２４.7％の増となり、収支差引の結果、 1
億２,755万円の赤字決算となりました。

【資本的収支】
（水道施設を建設改良するための収支）
　資本的収支では、建設改良事業を実施
しました。老朽化した水道管や施設の更
新事業が主なものですが、ほかには肱川
堤防改修や公共下水道の整備に伴う水
道管の布設替え工事を行いました。
　これらの財源は、企業債や県補償金、
損益勘定留保資金などです。

【これまでの行財政改革の取り組み】
　市町村合併以来、経費削減などの経営改善に取り組んでいます。
▽職員数を見直し、人件費を削減
▽隔月検針の実施による委託料などを削減
▽ 借入利率 5 ％以上の企業債を繰上償還し、低利率の企業債に借り換え利子負担を大幅に軽減
▽下水道料金の事務受託収入の確保
　このように行財政改革を進め、懸命に経営改善に努めていますが、水道管や施設の老朽化による修繕工事
に費用がかさむなど、結果的には赤字決算となりました。
　将来にわたる安定給水を確保するため、平成２7年度 6 月請求分から水道使用料を改定しました。しかし、
今後もさらに厳しい経営状況が続く見込みであることから、次年度以降においても経営状況を徹底して見直
し、一層の経費削減に努めてまいりますので、水道事業に対するみなさんのご理解をお願いします。

　平成26年度大洲市水道事業会計の決算の概要
　水道事業は、水道料金を主な収入源として、独立採算を原則とする企業会計により経営しています。
　平成２6年度水道事業会計の決算概要をお知らせします。

支
出

収
入

収入総額 
7 億8,382万円

支出総額 
9 億1,137万円

営業費用
6億8,821万円

営業外費用
9,475万円

特別損失
1 億2,841万円

当年度純損失
1 億2,755万円

営業外収益
1 億1,354万円

営業収益
6 億7,028万円

支
出

収
入

収入総額 
3 億9,962万円

支出総額 
6 億9,223万円

企業債償還金
2 億9,194万円

建設改良費
4 億29万円

企業債
2 億350万円

負担金
261万円

補償金
8,807万円

損益勘定留保資金
2 億9,261万円

補助金
1 億544万円
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お し ら せ

　市県民税・国民健康保険税の申告をお忘れなく

【
お
願
い
】

▽ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
や
営

業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
収

入
が
あ
り
収
支
計
算
が
必
要
な

人
は
、
合
計
額
の
計
算
を
事
前

に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

申
告
が
な
い
と
、
課
税
・
所
得
証

明
書
の
発
行
や
、
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
措
置
を
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
案
内

が
あ
る
人
や
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
人
は
、
税
務
署
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

﹁
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
国
民
年
金
な
ど
の
領
収

書
ま
た
は
控
除
証
明
書
﹂

⑤ 

生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険

料
控
除
の
あ
る
人
は
﹁
支
払
保

険
料
の
証
明
書
﹂

⑥ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

﹁
医
療
費
の
領
収
書
﹂｢

高
額
療

養
費
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
も
の｣

な
ど

※ 

③
～
⑥
の
領
収
書
な
ど
は
、
平

成
27
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

【
申
告
の
必
要
が
な
い
人
】

▽ 

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
人
、
ま
た
は
給

与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

さ
れ
て
い
る
人

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

② 

給
与
・
年
金
収
入
の
あ
る
人
は

﹁
源
泉
徴
収
票
﹂

③ 

収
入
や
経
費
の
算
出
に
必
要
な

　

 ﹁
帳
簿
・
明
細
書
・
領
収
書
﹂

な
ど

④ 

社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は

【
申
告
の
必
要
な
人
】

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
大

洲
市
に
住
所
が
あ
る
次
の
人
が
対

象
で
す
。

▽ 

平
成
27
年
中
に
、
営
業
・
農
業
・

不
動
産
・
生
命
保
険
な
ど
の
満

期
金
・
個
人
年
金
・
配
当
金
な

ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▽ 

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る

人
・ 

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
平
成

27
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

・ 

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

【問い合わせ先】
税務課市民税係　☎２４－1711　長浜支所　☎5２－1197　肱川支所　☎3４－２3２４　河辺支所　☎39－２11２

【市県民税申告相談会場】
本　　庁：別館 3 階第 ２ 会議室　長浜支所：地域振興課内
肱川支所：地域振興課内　　　　河辺支所：第 3 ・第 ４ 会議室
【受付期間】 ２ 月16日㈫～ 3 月15日㈫
　　　　　　午前 9 時～午後 ４ 時（土日を除く）
※ 期間中は混み合いますので、お待たせする場合があります。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

【本庁管内】
地　区 開催日 受付時間 会　場

上 須 戒 3 月 3 日㈭ 午前 9 時～午後 3 時 上 須 戒 連 絡 所

三 善 ・ 八 多 喜 3 月 ４ 日㈮ 午前 9 時～午後 ４ 時 八 多 喜 連 絡 所

柳 沢 3 月 7 日㈪ 午前 9 時～午後 3 時 柳 沢 連 絡 所

新 谷 3 月 8 日㈫ 午前 9 時～午後 ４ 時 新 谷 連 絡 所

大 川 3 月 9 日㈬ 午前 9 時～午後 3 時 大 川 連 絡 所

菅 田 3 月10日㈭
午前 9 時～午後 ４ 時

菅 田 連 絡 所

平 野 3 月11日㈮ 平 野 連 絡 所

地　区 開催日 受付時間 会　場

櫛 生 ・ 出 海 　 ２ 月２3日㈫

午前 9 時～午後 ４ 時

櫛生福祉センター

大 和 ・ 豊 茂 　 ２ 月２４日㈬ 大 和 公 民 館

白滝・柴・戒川 　 ２ 月２5日㈭ 白 滝 公 民 館

長浜・沖浦・喜多灘 ★ ２ 月２6日㈮～
　 3 月 ２ 日㈬

支所 ２ 階会議室
（※）

※ 長浜体育館から支所 ２ 階会議室に会場変更になっています。ご注意ください。

地　区 開催日 受付時間 会　場

全 域 ★ ２ 月18日㈭
　～２２日㈪ 午前 9 時～午後 ４ 時 肱 川 支 所

※ ２ 月18・２5日、 3 月 ４ ・11日は、申告相談ができません。ご注意ください。

★印の日は、職員を増員しています。
該当地区の指定日もしくは★印の日にお越しください。

【長浜支所管内】

【肱川支所管内】

地　区 開催日 受付時間 会　場

全 域 ★ ２ 月17日㈬ 午前 9 時～午後 ４ 時 河 辺 支 所

【河辺支所管内】
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Information

　
原
付
な
ど
の
変
更
手
続
き　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
車
両
所
有
者
に
そ
の
年
額
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

車
両
の
譲
渡
・
廃
車
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
早
め
に
下
記
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
引
っ
越
し
や
倉
庫
で
の

保
管
中
な
ど
に
、
い
つ
の
間
に
か
車
両

の
所
在
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
毎
年
税

金
だ
け
が
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合

も
同
様
で
す
。

　

３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
継
続
し
て
所
有
し

て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
課
税
さ
れ
ま

す
。
一
度
課
税
さ
れ
る
と
、
年
度
途
中

で
廃
車
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
も
、
そ

の
課
税
分
の
取
り
消
し
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

軽
自
動
車
税
は
、
月
割
課
税
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
収
納
係　

☎
㉔
１
７
１
１

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
９
７

肱
川
支
所　
　
　

☎
㉞
２
３
２
４

河
辺
支
所　
　
　

☎
㊴
２
１
１
２

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛
事
務
所

☎
０
５
０
︵
３
８
１
６
︶
３
１
２
４

愛
媛
運
輸
支
局

☎
０
５
０
︵
５
５
４
０
︶
２
０
７
６

　税務署からのお知らせ

　振替納税をご利用ください

　振替納税をご利用になると、自動的に納付ができ
ます。新たに振替納税を希望される場合は、税務署
または金融機関に、「預貯金口座振替依頼書」を提出
してください。
※ あらかじめ預貯金口座の残高確認をお願いしま

す。

【振替日】
▽所得税および復興特別所得税
　 ４ 月２0日㈬
▽ 消費税および地方消費税（個人事業者）
　 ４ 月２5日㈪

【問い合わせ先】
大洲税務署
☎２４－3115
国税庁ホームページ
http://www.nta.go.jp

車　種 手続き場所 必要なもの

1２5㏄以下の小型バイク
（原動機付自転車　など） 税務課

または
各支所

【廃棄】所有者・届出者の印鑑、ナンバープレート
※ナンバープレートがない場合は「解体証明書」の添付など
【紛失・盗難】所有者・届出者の印鑑
※ ナンバープレートがない場合は「遺失・盗難届出証明」の添

付、または「届出受理番号」の提出など
【名義変更】新旧所有者・届出者の印鑑
※印鑑は認め印で可（シャチハタ使用不可）

小型のトラクターや農耕車、
フォークリフト　など

660㏄以下の軽自動車 軽自動車
検査協会 　手続き先の各事務所または、車両販売店などにお問い合わせ

ください。1２5㏄超の中型・大型バイク、
ボートトレーラー 運輸支局

　所得税・消費税・贈与税の確定申告は、
　正しく、お早めに

【確定申告期間】
▽所得税および復興特別所得税
　 ２ 月16日㈫～ 3 月15日㈫
▽贈与税
　 ２ 月 1 日㈪～ 3 月15日㈫
▽個人事業者の消費税（地方消費税を含む）
　3月31日㈭まで
※ 土日・祝日は、相談および申告書の受け付けは行

いません。

　インターネットで申告書作成を

　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」
で、確定申告書などが作成できます。自動計算機能
により記載漏れや計算誤りを防ぐことができます。
　作成した申告書は、e-Taxを利用したデータ送信、
または郵送などで提出できます。
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お し ら せ

　２016年度の「看護の日・看護週間」に向け、「看
護にまつわるエピソード」を募集します。
　日常のなかで感じた「看護の心」、看護師にな
りたい思い、看護師の家族への思い、忘れられ
ない看護の場面などについて、みなさんからの
ご応募をお待ちしています。

【応募資格】
　県内在住者であれば、年齢・職業・性別は問
いません。
【募集期間】 3 月11日㈮まで　※当日消印有効
【応募内容】エッセイ（800字以内）
※必ず題名をつけてください。
【応募方法】郵送またはメール
※ 郵便番号、住所、氏名（フリガナ）、性別、年

齢、電話番号、メールアドレス（ある人のみ）、
職業を明記

【申し込み・問い合わせ先】
〒790－08４3　松山市道後町 ２ 丁目11－1４
公益社団法人愛媛県看護協会 ☎089（9２3）1２87
E-mail：nursing-ehime@circus.ocn.ne.jp

　消防車・救急車ともに、出動に必要なのは的
確な情報です。場所が分からないと、消防車も
救急車も出動することができません。
　近年では、携帯電話の普及により携帯電話で
の119番通報が増えています。携帯電話での通報
になると、場所の特定に時間がかかる場合があ
ります。
　落ち着いて消防職員の質問に答えることが、
最も効率のいい通報となりますので、通報時に
必要な事項を理解し、スムーズな通報ができる
ようご協力をよろしくお願いします。
通報のポイント
▽火事か救急かを伝える。
▽場所（住所）や近くの目標物を伝える。
▽ 火事の場合、何が燃えているか、救急の場合、

ケガや病気の状態を伝える。
▽とにかく落ち着いて、職員の質問に答える。

【問い合わせ先】
大洲消防署本署　☎２４－0119
長浜支署　　　　☎5２－0119
川上支署　　　　☎3４－２851

　�「看護にまつわるエピソード」募集　�119番通報は落ち着いて

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
期
限
迫
る

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種

は
、
肺
炎
予
防
の
注
射
で
、
３
月
31
日

㈭
が
今
年
度
対
象
者
の
接
種
期
限
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

肺
炎
は
、日
本
人
の
死
因
第
３
位
で
、

死
亡
者
の
９
割
以
上
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。

　

今
年
度
対
象
者
︵
65
歳
、
70
歳
、
75

歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１

０
０
歳
に
な
る
人
︶
に
は
、
４
月
中
旬

に
案
内
文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
転

入
や
紛
失
な
ど
で
予
診
票
な
ど
が
な
い

人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
、
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
人
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
０
３
１
０

　

通
信
制
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か

～
高
校
卒
業
の
資
格
を
取
ろ
う
～

　

松
山
東
高
等
学
校
は
、
県
内
で
唯
一

通
信
制
課
程
の
あ
る
公
立
高
等
学
校
で

す
。
平
成
28
年
度
の
前
期
︵
４
月
︶
の

入
学
生
徒
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
入
学
資
格
】

▽
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人

▽ 

平
成
28
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
人
、
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

前
期
課
程
修
了
見
込
み
の
人

▽ 

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
人

▽ 

高
校
に
在
学
中
ま
た
は
中
途
退
学
し

た
人

【
出
願
期
間
】︵
最
終
日
必
着
︶

▽
新
入
学

２
月
２
日
㈫
～
３
月
４
日
㈮

３
月
22
日
㈫
～
４
月
５
日
㈫

▽
編
入
学

２
月
２
日
㈫
～
３
月
４
日
㈮

３
月
７
日
㈪
～
17
日
㈭

▽
転
入
学

２
月
２
日
㈫
～
３
月
18
日
㈮

※
願
書
配
布
は
本
人
の
み

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
︵
９
４
５
︶
０
１
３
１

http://m
atsuyam

ahigashi-h.
esnet.ed.jp/
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Information

　

南
の
島
で
国
際
交
流

～
40
周
年
記
念　

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集
～

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会︵
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
認
定
︶

で
は
、﹁
第
40
回
ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島
﹂
の
参
加
者
を
全
国
か
ら
募

集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島

﹁
ヨ
ロ
ン
島
﹂
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美

し
い
自
然
の
な
か
で
、
全
国
か
ら
参
加

す
る
仲
間
と
の
共
同
生
活
︵
民
宿
︶
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
通
し
て
友
だ

ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い

に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

　

ま
た
、
在
日
外
国
人
小
学
生
と
の
活

動
・
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
言
語

や
習
慣
を
越
え
て
友
情
を
深
め
、
国
際

感
覚
を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

　

今
年
は
40
周
年
を
迎
え
、
株
式
会
社

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
ヨ
ロ

ン
島
全
土
を
ボ
ー
ド
に
し
た
リ
ア
ル
人

生
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

　

春
休
み
は
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
友

だ
ち
と
一
緒
に
、
思
い
出
に
残
る
楽
し

い
体
験
を
し
に
、
暖
か
な
南
の
島
﹁
ヨ

ロ
ン
島
﹂
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

【
期　

間
】

３
月
26
日
㈯
～
４
月
１
日
㈮

【
場　

所
】

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

【
説
明
会
】
全
国
10
カ
所

︵
仙
台
・
福
島
・
新
潟
・
東
京
・
静
岡
・

名
古
屋
・
京
都
・
岡
山
・
広
島
・
福
岡
︶

【
定　

員
】

日
本
人
小
学
生
２
０
０
人
・
外
国
人
小

学
生
１
０
０
人

※ 

小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
︵
平
成
28

年
２
月
末
現
在
︶

【
締
め
切
り
】
３
月
４
日
㈮

【
参
加
費
】
13
万
２
千
円

※
松
山
空
港
か
ら
の
場
合

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
４
１
・
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
・
15
・
４

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

☎
０
３
︵
６
４
１
７
︶
９
７
２
１

℻
０
３
︵
６
４
１
７
︶
９
７
２
４

※写真はイメージです。

　県立宇和島高等技術専門校では、平成２8年度
の訓練生を募集します。
【募集科目】
▽木工クラフト科　　▽アパレルビジネス科
【訓練期間】
▽木工クラフト科
  ４ 月1２日㈫～平成２9年 3 月16日㈭
▽アパレルビジネス科
  ４ 月1２日㈫～平成２9年 1 月31日㈫
【願書受付期間】 ２ 月２6日㈮必着
※ハローワークに提出
【入校選考日】 3 月 ４ 日㈮
【試験内容】
筆記試験（国語・数学・社会）、適性試験、面接
【費　用】入校選考料、入校料、授業料は無料
※テキスト代などは自己負担

【問い合わせ先】
宇和島高等技術専門校　☎0895（２２）3４10
またはお近くのハローワーク

　再就職を希望する人を対象に、新たな技能・
技術および専門知識を身に付けるため、当セン
ターを会場に職業訓練を実施していて、平成２8
年 ４ 月生を募集中です。

【募集科名】
▽住宅リフォーム技術科
▽電気設備技術科
▽機械ＣＡＤ／ＮＣ科
▽溶接ものづくり科
【訓練期間】 6 カ月（ ４ 月 5 日㈫～）
【募集期間】 ２ 月 1 日㈪～ 3 月 3 日㈭
【受講対象者】
雇用保険受給資格者などの求職者で、ハローワ
ークの受講指示・推薦を受けられる人
【受講料】無料
※教科書、作業服などの自己負担あり

【問い合わせ先】
ポリテクセンター愛媛（訓練課）
☎089（97２）03２9

　平成28年度訓練生募集について　�ポリテクセンター愛媛
　 4月生募集
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お し ら せ

無料法律相談　※要電話予約

時　 ２ 月18日㈭
　　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎２４－４111

年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 ２ 月 ４ 日㈭ ･ 17日㈬ ･ ２5日㈭
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 ２ 月1２日㈮
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎089 ︵9２5︶ 5105

人権相談
大洲地域
時　 ２ 月２２日㈪　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
時　 ２ 月15日㈪　午前10時～正午
場　平公民館
長浜地域
時　 ２ 月２２日㈪　午後 1 時～ 3 時
場　長浜体育館
河辺地域
時　 ２ 月10日㈬　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）110
　　人権啓発課
　　☎２４－17４6

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 ２ 月19日㈮　午前 9 時～正午
場　市役所 5 階第 1 会議室
問　総務課行政係　☎２４－17２４
長浜地域
時　 ２ 月２6日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎5２－1111
肱川地域
時　 ２ 月 5 日㈮
　　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　肱川支所　☎3４－２3２0
河辺地域
時　 ２ 月 9 日㈫　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－２11２

不動産無料相談
時　 ２ 月15日㈪
　　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎２5－17４7

　

２
月
１
日
㈪
は
、
労
働
保
険
︵
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
︶
料
の
第
３
期
分
の

納
付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
は
、
１
月
18

日
ご
ろ
に
納
付
書
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
事
業

主
の
み
な
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２

月
15
日
㈪
が
口
座
振
替
納
付
日
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
届
出
口
座
へ
の
入
金

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
︵
９
３
５
︶
５
２
０
２

　

心
配
ご
と
や
不
安
な
こ
と
を
抱
え
て

１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
家
庭
や

職
場
、心
と
体
の
不
調
に
つ
い
て
な
ど
、

臨
床
心
理
士
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。︵
匿
名
・
秘
密
厳
守
︶

【
日　

時
】
３
月
６
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
専
用
電
話
番
号
】

０
８
９
︵
９
５
６
︶
２
３
２
０

０
８
９
︵
９
５
６
︶
２
３
３
０

※ 

当
日
の
み
通
話
可
能
。
通
話
料
が
か

か
り
ま
す
。

【
主　

催
】

▽
愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会

▽
日
本
臨
床
心
理
士
会

　

ア
ス
ベ
ス
ト
・
難
聴
・
震
動
障
害
・

じ
ん
肺
な
ど
、
労
災
職
業
病
や
労
災
申

請
に
つ
い
て
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
３
月
12
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

※
開
催
時
間
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
場　

所
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

【
持
参
品
】

職
歴
︵
年
金
・
雇
用
保
険
の
記
録
︶、

事
業
所
健
康
診
断
の
記
録　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
日
本
建
設
交
通
一
般
労
働
組
合

愛
媛
県
本
部

☎
０
８
９
︵
９
７
６
︶
５
５
５
０

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第
１
学

期︵
４
月
入
学
︶の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
、

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
び
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

▽
第
１
回　

２
月
29
日
㈪
ま
で

▽
第
２
回　

３
月
20
日
㈰
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
︵
９
２
３
︶
８
５
４
４

　

和
太
鼓
や
獅
子
舞
な
ど
、
愛
媛
の
多

彩
な
伝
統
芸
能
を
子
ど
も
た
ち
が
熱
演

す
る
ほ
か
、
華
道
の
展
示
や
茶
道
、
俳

句
、
川
柳
、
ち
ぎ
り
絵
、
将
棋
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
２
月
28
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
場　

所
】

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
サ
ブ
ホ
ー
ル
、
県
民

プ
ラ
ザ　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
９
７
２

　
�

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知

ら
せ

　
�

労
災
職
業
病
無
料
健
康
相

談
会

　

�「
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相

談
」
の
お
知
ら
せ

　

�

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

�

地
域
伝
統
文
化

　

キ
ッ
ズ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
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大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館 《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

■＝ ２ 月の休館日 〈開館時間　午前 9時30分～午後 6時〉

※ ２ /２４～２7 特別整理期間 ※ ２ /16～ ２ /18　特別整理期間 ※ ２ / ２ ～ ２ / ４ 　特別整理期間

【大洲】 【長浜】 【肱川】 【河辺】

2 月展示
一般：『季節を感じよう！』
　 ２ 月 ４ 日は立春です。暦の上では、この日から春
になります。この立春とは二十四節気の一つで、太
陽の動きをもとにして作られ、中国から入ってきま
した。その後、日本の気候に合わせて改良、改訂さ
れました。それからも分かるように、日本人は昔か
ら歳時を大切にしてきました。現代でも、日々の暮
らしの中に季節や行事を取り入れ、心のゆとりを感
じたいものです。図書館では、暦や季節を感じる本
を紹介します。

児童：�『クラシック音楽のせかい』
　テレビ番組やＣＭで、ＢＧＭとして流れている音
楽。曲名は知らなくても、どこかで聴

き

いたことのあ
る曲ではありませんか。ふだん耳にする音楽のなか
で、意外と使われているのがクラシックです。教科
書に載っている音楽家の作品を、見つけてみてはど
うでしょう。
　図書館では、クラシック音楽や、音楽家たちが登
場する本の展示と貸し出しを行います。

　図書館の雑誌コーナーを活用し、民間事業者など
に情報発信の場を提供するとともに、図書館サービ
スを充実させるため、平成２6年 ４ 月から「雑誌スポ
ンサー制度」を取り入れています。
　現在 5 事業所からご協力いただき、雑誌 5 誌を配架
しています。雑誌は、図書館の中でも回転率が高く、
多くの人が利用しますので広告媒体としても有効です。
「雑誌スポンサー制度」とは
雑誌そのものをご寄贈いただくのではなく、雑
誌の購入代金を負担していただくかわりに、雑
誌の最新号カバーにスポンサー名称・広告を表
示して雑誌コーナーに配架する制度です。

【対　　象】企業、商店などの民間事業者や各種団体
　　　　　　を対象とし、個人は対象外です。
【対象雑誌】原則として、図書館が作成した「雑誌
　　　　　　リスト」の中から選定してください。
【広告方法】提供雑誌の最新号カバー表

おもて

面
めん

にスポン
　　　　　　サー名称を表示し、裏面に広告チラシ
　　　　　　を 1 枚添付できます。
【期　　間】原則 1 年間とし、年度単位で更新します。
　　　　　　（解約の意思表示がない場合は自動更新）
【問い合わせ先】大洲市立図書館　☎59－４111

雑誌のスポンサーを募集しています

特別整理期間のお知らせ
　特別整理期間のため、毎週月曜日・月末図書整理日（２8日）以外にも、図書館を休館させていただく日が
あります。館ごとに休館日が異なりますので、ご注意ください。詳しい休館日は、カレンダーでご確認くだ
さい。
※大洲館は、 3 月 8 日㈫～13日㈰に実施します。　　※長浜館は、 ２ 月２４日㈬～２7日㈯に実施します。
※肱川館は、 ２ 月16日㈫～18日㈭に実施します。　　※河辺館は、 ２ 月 ２ 日㈫～ ４ 日㈭に実施します。

　特別整理期間って何
　図書館では、所蔵している約17万 9 千件の資料が、今どうなっているかを、コンピューターで管理してい
ます。みなさんも「図書館で探している本があるはずなのに見つからない」という経験をしたことがあると
思います。
　その整理のために、図書館が所蔵している資料（本・雑誌・ＡＶ資料など）の点検作業を行う期間を、特
別整理期間と言います。市民のみなさんの貴重な財産であるこれらの資料がなくなっていないか、実際に資
料のある場所とデータが一致しているかなどを、 1 件ずつ全て点検します。
　特別整理期間は、市民のみなさんが、図書館をより快適に利用していただくためには欠かせない期間です。
　期間中、みなさんには大変ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

※休館中の本の返却は、返却ポストをご利用ください。
　ただし、ＣＤ・ＤＶＤは、返却ポストには入れずに、特別整理期間終了後にカウンターへ直接お持ちください。
　（特別整理期間となっていない他の館でも返却できます）
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
7 日㈰ ご と う 小 児 科 （東　大　洲） ☎08９3（23）0510

11日㈭ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎08９4（24）11９９

14日㈰ ごうお小児科医院 （西　大　洲） ☎08９3（24）3９36	

21日㈰ みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎08９4（20）8800	

28日㈰ 亀 井 小 児 科 （東　大　洲） ☎08９3（24）3757	
（診療時間：午前 9 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで。小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください）

2 月の各種検診（健診） 

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
２ 日㈫

午後 0 時４5分～
1 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（２7年 9 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル10日㈬ 10か月児育児相談（２7年 ４ 月生）

16日㈫ 1 歳 6 か月児健診（２6年 7 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類２3日㈫ 3 歳児健診　　　　（２5年 1 月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

15日㈪ 午後 1 時～
1 時２0分

大洲市
保健センター

【対象者】
出産予定日が
平成２8年 ４ 月～平成２8年 7 月の人

【内容】・栄養のバランスを考えよう
　　　・お産の経過を知ろう
　午前中はマタニティクッキングが
ありますので希望者は申し込みくだ
さい。

母子手帳・筆記用具

　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）

　乳幼児関係

【対　象　者】今年度クーポン券による無料の乳がん・子宮頚がん検診を受けていない人
【持　参　品】クーポン券、保険証または運転免許証（本人確認用）
【受診方法】直接会場にお越しください。

会  場 実施日
検診時間

乳がん検診 子宮頸がん検診
パルティー・フジ衣山 ２ 月 ４ 日㈭

午前 9 時30分～11時
午後 1 時～ ２ 時

午後 1 時～ ２ 時エ ミ フ ルMASAKI ２ 月10日㈬
フ ジ グ ラ ン 重 信 ２ 月２5日㈭

　今年度の特定健診は、 3 月末日までです。
　今年度一度も受診していない人は、市内の個別健診受託医療機関に
直接申し込み、受診してください。

【費　用】1,500円
【持参品】国民健康保険証・受診券
※受診券のない人は、保健センターにご連絡ください。

【問い合わせ先】大洲市保健センター　☎２3－0310

女性のためのがん検診（市外）のお知らせ

特定健診を受けていない人へ
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎２４－5718
《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２４－４580

▽	ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎２４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　教育委員会内青少年センター　　　
問　☎２４－7830

▽物忘れ相談
時　 ２ 月２４日㈬　午後 1 時30分～ ２ 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２４－２111 ︵内線169 ･ 176︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２ ・ ４ ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－0313
    （相談室直通）　　　　☎２3－56２9
長浜地域
時　 ２ 月２6日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎5２－119４
肱川地域
時　 ２ 月 5 日㈮　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－２31２
河辺地域
時　 ２ 月 9 日㈫　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－２510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　　 大洲サイクリング倶
く ら ぶ

楽部

     会 長　小林　幸
ゆき

雄
お

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　私自身は、 4年ほど前に、九州で開催されたイベント
参加をきっかけにサイクリングを始めました。大洲市内
にも愛好者がいるのは知っていましたが、ある日、練習
走行中に偶然会った知人もサイクリングを楽しんでい
ると分かり、意気投合しました。その後、私を含む有志
3人で大洲サイクリング倶楽部結成の話が持ち上がり、
2014年 8 月に25人のメンバーでスタートしました。
　主な活動は、月一回の定期イベント開催のほか、不定
期で、「パンライド」と呼ばれる自転車でパン屋を巡る
集まりなどもあります。定期イベントも、おいしいと評
判の店にご飯を食べに行く、という趣旨のものが多く、
「運動」「健康維持」「グルメ」の 3つが当会のテーマだ
と思っています。
　現在は、20歳代から70歳代まで65人のメンバー登録が
あり、年齢も幅広く、もちろん初心者もいます。入会は
メールアドレスを登録するだけで、特に名簿もありませ
んし、年会費も不要です。イベントの情報を知って、都
合が合う時だけ気軽に参加してもらうという、自己責任
で自由参加が当会のスタイルです。
　最近はサイクリングブームもあり、県内で開催される
イベントも非常に多くなっています。とにかく楽しんで
長く続けることを目標としていますので、一言では言い
表せないサイクリングの魅力を、より多くの人に体感し
てほしいと思っています。

　

今
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の
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で
は
、
自
転

車
に
ス
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ッ
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を
当
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て
み
ま

し
た
。

　

私
自
身
、
高
校
生
の
時
ま
で

は
、
自
転
車
を
利
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
全
く
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用
し
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く
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て
約
30
年
。
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で
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と
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る
の
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う
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報
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今
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「
年
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け
早
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客
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も
多
く
は
な
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だ
ろ
う
」
と
い

う
予
想
は
外
れ
、
多
く
の
家
族

連
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で
に
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ま
し
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数
種
類
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る
と
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味
の
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き
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だ
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少
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ー
を
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な
い
人
も
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る
と
の
こ
と
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